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水の文化情報誌「FRONT」のリニューアルについて�

「FRONT」編集部�

　1988年10月の創刊以来、【水の文化情報誌】としてご愛読を賜っております「FRONT」
も今年の3月号で通算162号を数えるに至り、水や河川の分野における広報・啓発に何がしか
の寄与ができたものと思っております。�
�
　その一方で、本誌は、写真の美観を維持すべく、通常の雑誌より紙面を大きくしておりまし
たが、持ち運びや書架での保存に不便であるという読者の皆様方からのご意見を頂いておりま
した。�
　このため、今年4月号より雑誌の大きさを今までの写真の美観を重視した大型の変形版から、
持ち運びや保存に便利な通常のＡ4版に近いものに変更致しました。�
　また、製作コストも切りつめ、わずかではありますが定価を値下げさせていただき、より多
くの方にご愛読いただけるように致しました。�
�
　今後とも雑誌の内容の向上を図り、読者の方々のご期待に応えるべく努力して参りますので、
従来にも増して皆様の暖かいご支援を賜りますようお願い致します。�

鶴見川流域水マスタープラン策定に向けた提言�

　鶴見川は、東京都町田市の源流から、京浜工業地帯の河口まで、その環

境によって多くの表情を見せる全長42.5km、流域面積は235km2の川

です。この川の流域面積の約85％以上は市街地化しており、約184万人

にものぼる流域住民の貴重な水と緑の憩いの空間として利用されています。�

　この多様な側面を持つ都市型河川で、「鶴見川流域水マスタープラン」

策定に向けての提言を行うことを目的に「鶴見川流域水委員会準備会」が

設置されました。これは、多数の行政部門間の連携・協働、そして住民参加

型の地域社会作りの意味でも、新たな挑戦であり、壮大な社会実験の始ま

りといえ、世界的にみても流域マネジメントの先進的な試みです。�

　本書は、準備会で取りまとめられた提言に、検討の過程で用いた流域デ

ータや分析資料をはじめ、写真や図表等提言の理解の助けとなる資料を

加え、よりわかりやすく編集したものです。�
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